
サイモンラトル氏

☆
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交

響
楽
団
新
春
コ
ン
サ
ー
ト

ー
月
吃
日
（
土
）
⑲
時
開
演
神
戸
国
際

会
館
大
ホ
ー
ル
Ｓ
席
４
１
２
０
円
Ａ

席
３
０
９
０
円

そ
ご
う
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
ス
ス

ペ
シ
ャ
ル
も
超
回
。
新
春
コ
ン

サ
ー
ト
に
は
指
揮
者
に
朝
比
奈

隆
、
ピ
ア
ノ
に
仲
道
郁
代
を
迎

え
、
内
容
も
充
実
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
ワ
ー
グ
ナ
ー
楽
劇
「
ニ
ュ

ル
ン
ベ
ル
グ
の
名
歌
手
」
前
奏

曲
、
「
グ
リ
ー
グ
の
ピ
ア
ノ
協
奏

曲
」
、
「
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ク
喜

歌
劇
」
「
天
国
と
地
獄
」
な
ど
。
ピ

ア
ニ
ス
ト
の
仲
道
郁
代
は
若
手

な
が
ら
国
内
は
も
ち
ろ
ん
海
外

で
も
活
躍
。
新
春
に
ふ
さ
わ
し

い
華
や
か
な
演
奏
が
楽
し
み
だ

☆
サ
イ
モ
ン
・
ラ
ト
ル
指
揮
、

バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
市
交
響
楽
団

２
月
川
日
（
祝
）
旧
時
開
演
神
戸
国
際

会
館
Ｓ
席
１
０
０
０
０
円
Ａ
席
８
０

０
０
円
Ｂ
席
６
０
０
０
円

今
、
イ
ギ
リ
ス
の
ク
ラ
ッ
シ

ッ
ク
フ
ァ
ン
に
「
現
イ
ギ
リ
ス

の
若
い
世
代
で
最
も
有
能
な
指

揮
者
は
誰
で
す
か
？
」
と
き
く

と
、
ｍ
人
中
加
入
が
「
サ
イ
モ

沢出知則子

園
《
。
※

朝比奈隆氏

雪
鍵篭央

競
馬
場
Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
「
Ｌ
ｉ

ｖ
ｅ
ｏ
ｎ
Ｔ
ｈ
ｅ
Ｔ
ｕ

ｒ
ｆ
」
が
大
ヒ
ッ
ト
し
、
人
気

急
上
昇
。
今
年
６
月
に
シ
ン
グ

ル
カ
ッ
ト
し
た
「
会
い
た
い
」

が
秋
に
入
っ
て
全
国
の
各
地
の

う
。
皿
年
間
に
わ
た
っ
て
バ
ー

ミ
ン
ガ
ム
市
交
響
楽
団
（
Ｃ
Ｂ

Ｓ
Ｏ
）
の
首
席
指
揮
者
兼
芸
術

顧
問
と
し
て
名
声
を
博
し
て
い

る
。
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
海

外
演
奏
旅
行
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
は
破
格
な
大
曲
ぞ
ろ
い
。

☆
沢
田
知
可
子
昌
ぐ
国
肖
里

属
○
国
国

２
月
如
日
（
日
）
巧
時
開
演
神
戸
文
化

ホ
ー
ル
Ｓ
席
３
０
９
０
円
Ａ
席
２
５

７
０
円
あ
じ
さ
い
シ
ー
ト
－
０
３
０
円

今
ま
で
ラ
ブ
・
バ
ラ
ー
ド
を

歌
い
、
若
い
女
性
を
中
心
に
支

持
さ
れ
て
き
た
沢
田
知
可
子
。

柳
葉
敏
郎
、
賀
来
千
香
子
が
出

演
し
て
い
る
、
Ｊ
Ｒ
Ａ
日
本
中

有
線
放
送
の
リ
ク
エ
ス
ト
・
チ

ャ
ー
ト
で
大
評
判
。
今
、
乗
り

に
乗
っ
て
い
る
彼
女
の
魅
力
い

っ
ぱ
い
の
ス
テ
ー
ジ
。
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
「
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
Ｏ
ｎ

Ｔ
ｈ
ｅ
Ｔ
ｕ
ｒ
ｆ
」
の
他
、

「
Ｍ
Ｓ
・
Ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ
ｙ
」
、

「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
Ｍ

Ｙ
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
」
な
ど
。

☆
島
倉
千
代
子
愛
ひ
と
す
じ
に

１
月
型
日
（
木
）
Ｍ
時
・
旧
時
釦
分
開

演
神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル
４
７
０
０
円

島
倉
千
代
子
は
今
年
デ
ビ
ュ

ー
師
年
目
を
迎
え
る
。
こ
の
長

い
長
い
芸
能
生
活
の
道
の
り
は

決
し
て
平
坦
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
「
歌
の
題
名
と
同
じ
よ

ン
。
ラ
ト
ル
」
と
答
え
る
だ
ろ

鵜『

島倉千代子

１
１３８
１ムラは３．３．７拍子

四卜らの鹿８８
国光ス公児年山州ｆ篇賞我

し
」
い
い
、

う
に
、
私
の
人
生
に
も
い
ろ
い

ろ
と
あ
り
ま
し
た
。
悲
し
く
て

つ
ら
く
て
、
も
う
だ
め
か
と
思

っ
た
こ
と
は
何
べ
ん
も
あ
っ
た

け
れ
ど
、
そ
ん
な
と
き
い
つ
も

私
の
心
を
支
え
て
く
れ
た
の
は

歌
で
す
。
大
好
き
な
歌
を
歌
っ

て
い
る
と
勇
気
が
わ
い
て
く
る

ん
で
す
。
」
と
彼
女
は
い
う
。

卿
娠
如
栴
岬
哩
演
劇

☆
ム
ラ
は
３
．
３
．
７
拍
子

１
月
Ⅳ
日
（
木
）
旧
日
（
金
）
旧
日
（
土
）

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場
伯
時
開
演

前
売
券
４
５
０
０
円
（
全
席
自
由
）

ふ
る
さ
と
き
や
ら
ば
ん
の

「
ム
ラ
は
３
．
３
．
７
拍
子
」

に
よ
る
八
日
本
一
周
公
演
Ｖ
は

ま
こ
と
に
快
挙
。
「
三
年
が
か

り
で
日
本
全
国
を
一
周
す
る
」

陽
、
山
陰
の
公
演
を
や
り
日
本

海
側
を
北
上
。
北
海
道
に
行

き
、
鋤
年
末
に
一
度
｛
星
足
に
戻

っ
て
公
演
。
こ
の
あ
と
太
平
洋

側
を
南
下
し
日
本
一
周
み
ゅ
－

じ
か
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
完
成
。

ま
さ
に
「
人
の
暮
ら
し
の
あ
る

と
こ
ろ
、
ど
こ
で
も
芝
居
は
で

き
る
」
の
き
や
ら
ば
ん
な
れ
ば

こ
そ
で
あ
る
。

〃
一
一
一
一
一
美
術

=
☆
ア
メ
リ
カ
絵
画
２
０
０
年
展

１
月
５
日
（
土
）
１
２
月
川
日
（
祝
）
兵

庫
県
立
近
代
美
術
館
一
般
１
０
０
０
円

大
高
生
７
０
０
円
中
小
生
４
０
０
円

ス
イ
ス
の
ル
ガ
ノ
に
あ
る
テ

イ
ッ
セ
ン
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら

神戸
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園
昌
型

映
画

従
来
あ
ま
り
紹
介
さ
れ
る
こ
と

の
な
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
美
術
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
一
堂
に
公
開

ア
メ
リ
カ
絵
画
２
０
０
年
の
流

れ
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
第
一
級
の

コ
レ
ク
タ
ー
が
選
択
、
吟
味
し

た
珠
玉
の
作
品
に
よ
っ
て
辿
っ

て
い
く
。

★
東
敦
子
＆
松
本
幸
三

９
日
（
水
）
胡
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル

５
０
０
０
円

☆
金
田
陽
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

ｎ
日
（
金
）
羽
時
い
ず
み
ホ

ー
ル
３
０
０
０
円

★
神
戸
室
内
合
奏
団
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ

ン
サ
ー
ト

巧
日
（
火
）
皿
時
神
戸
国
際
会
議
場

メ
イ
ン
ホ
ー
ル
大
人
３
０
９
０
円

ペ
ア
券
５
１
５
０
円

☆
ヴ
ィ
オ
ラ
・
ダ
・
ガ
ン
バ
無
伴
奏
リ

サ
イ
タ
ル

Ⅳ
日
（
木
）
ｍ
時
神
戸
市
立
博
物
館

５
０
０
０
円

☆
オ
ペ
ラ
「
カ
ヴ
ァ
レ
リ
ア
・
ル
ス
テ

ィ
カ
ー
ナ
」

塑
日
（
金
）
四
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
Ａ
指
定
席
券
４
５
０
０
円
Ａ
当

日
座
席
券
４
０
０
０
円

☆
初
春
う
た
祭
り

即
日
（
日
）
哩
時
釦
分
芦
屋
ル
ナ
・

ホ
ー
ル
２
５
０
０
円

☆
ギ
ル
・
シ
ャ
ハ
ム
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

リ
サ
イ
タ
ル

型
日
（
木
）
四
時
い
ず
み
ホ
ー
ル

国
音

楽

★
大
丸
美
術
画
廊

墨
の
美
土
宗
栄
展

１
／
３
１
１
／
８

博
多
人
形
展

１
／
ｍ
ｌ
ｌ
／
焔

サ
ム
ホ
ー
ル
日
本
画
展１

／
Ⅳ
１
１
／
理

新
春
高
級
茶
道
具
展

１
／
釦
１
１
／
鍋

☆
神
戸
そ
ご
う
美
術
画
廊

新
春
特
別
企
画
ア
ー
ル
デ
コ
の
ガ
ラ

ス
工
芸
作
品
展
ル
ネ
・
ラ
リ
ッ
ク
作

品
展

型
／
弧
１
１
／
７

静
寂
の
時
を
描
く
石
坂
仁
良
油
絵
展

１
１３９
１

ｌ
一
般
１
６
０

Ｕ
円
中
学
生
１

Ｕ
Ｏ
円

濫
か
ら

ン
と
き
は
な

毎
た
れ
、
狭

》
い
通
路
を

し
疾
風
の
ょ

ザ
う
に
か
け

ロ
ぬ
け
て
サ

ー
カ
ス
の

｢ 若い友人」1 9 7 0 年

L蕊liIlilI
☆
ロ
ザ
リ
ン
と
ラ
イ
オ
ン

ー
月
伯
日
（
土
）
よ
り
「
ア
サ
ヒ
シ
ネ

マ
」
に
て
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
一
般
１
６
０

０
円
大
高
生
１
４
０
０
円
中
学
生
１

２
０
０
円
子
供
１
０
０
０
円

質
☆
ク
ラ
ウ
ド
・
ラ
ン
ド
年
代
記

１
日
（
火
）
巧
時
２
日
（
水
）
皿
時

３
日
（
木
）
皿
時
新
神
戸
オ
リ
エ
ン

タ
ル
劇
場
Ｓ
席
３
０
０
０
円
Ａ
席

２
５
０
０
円

☆
母
桜
（
は
は
さ
く
ら
）

２
日
（
水
）
、
４
７
日
（
月
）
神
戸
国

際
会
館
６
０
０
０
円

☆
ご
牙
↓

哩
日
（
土
）
叫
時
、
日
（
日
）
“
時

Ａ
席
４
５
０
０
円
Ｂ
席
４
０
０
０
円

☆
新
プ
ラ
ハ
・
ト
リ
オ

型
日
（
木
）
四
時
神
戸
守
〈
化
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル
Ａ
席
４
０
０
０
円
Ｂ
席

３
０
０
０
ｍ
い

☆
三
木
香
代
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

２
月
２
日
（
土
）
狙
時
卯
分
神
戸

文
化
ホ
ー
ル
中
ホ
ー
ル
２
５
０
０
円

★
村
田
隆
子
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ

ル２
月
ｎ
日
（
月
）
型
時
田
崎
ホ
ー

ル
２
０
０
０
画
畔

★
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
・
チ
ク
ル
ス

２
月
晦
日
（
金
）
昭
時
訓
分
神
戸

市
勤
労
会
館
７
Ｆ
ホ
ー
ル
２
０
６
０

円
ペ
ア
券
３
２
９
０
円

縦
演

劇

ウルトラマンＧ

シＩに一本
ヨドロ挙が

ヒ
ー
ロ
ー
。
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
。

そ
の
一
番
新
し
い
仲
間
〃
ウ
ル

ト
ラ
マ
ン
グ
レ
ー
ト
″
の
ま
だ

誰
も
見
た
こ
と
の
な
い
新
作
２

霞
☆
市
川
猿
之
助
歌
舞
伎
公
演

義
経
千
本
桜

２
月
７
日
（
木
）
神
戸
文
化
ホ
ー
ル

、
時
釦
分
超
時
４
１
２
０
円

２
０
６
０
円
１
０
３
０
円

悪
。
”

舞
台
に
超
然
と
身
を
踊
ら
せ
る

百
獣
の
王
ラ
イ
オ
ン
。
そ
の
舞

台
の
中
央
に
一
輪
の
赤
い
バ
ラ

を
手
に
横
た
わ
る
ブ
ロ
ン
ド
の

美
少
女
。
ロ
ザ
リ
ン
は
Ⅳ
歳
。

テ
ィ
エ
リ
ー
も
灯
歳
。
愛
し
合

う
て
人
は
周
囲
の
あ
ら
ゆ
る
反

対
を
押
し
き
っ
て
、
同
じ
目
的

に
向
か
っ
て
訓
練
の
旅
に
出
る

が
…
…
。

☆
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
グ
レ
ー
ト

「
ロ
ッ
ポ
ニ
カ
三
宮
」
に
て
絶
賛
上
映

中
一
般
１
６
０
０
円
大
高
生
１
３
０

０
円す

べ
て
の
子
供
達
を
魅
了
し

続
け
て
き
た
日
本
の
ス
ー
パ
ー

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場
３
５
０

０
円
２
８
０
０
円

１
／
９
１
１
／
皿

第
鯉
回
一
松
会
新
春
名
流
書
道
展

１
／
弱
１
１
／
迦

第
２
回
献
上
薩
摩
焼
畦
元
紀
秀
陶

芸
展
１
／
銅
１
１
／
犯

☆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
さ
ん
ち
か

第
咽
回
新
春
マ
マ
の
書
道
展

１
／
６
１
１
／
９

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
洋
画
９
人
展１

／
ｍ
ｌ
ｌ
／
お

切
神
戸
文
化
短
期
大
学
デ
ザ
イ
ン
美
術

科
展
１
／
Ⅳ
１
１
／
型

切
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
六
甲
全
山
縦
走
ス
ナ
ッ
プ

展
１
／
型
１
１
／
調

★
さ
ん
ち
か
ホ
ー
ル

第
銅
回
新
春
を
寿
く
マ
マ
の
い
け
花

１
／
６
１
１
／
９

剛
神
戸
ア
ジ
ア
イ
ン
ポ
ー
ト
フ
ェ
ア

ー
／
ｕ
ｉ
ｌ
／
巧

兵
庫
県
文
化
資
料
展
と
古
書
即
売
会

１
／
型
１
１
／
”

★
神
戸
海
文
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー

開
廊
週
周
年
記
念
ｚ
の
乏
電
、
昌

缶
鼻
司
骨
（
海
外
部
門
）

１
／
３
１
１
／
ｕ

開
廊
遁
周
年
記
念
ｚ
の
電
呂
の
画
『

沙
昇
圃
腎
（
国
内
部
門
）

１
／
狸
１
１
／
昭

白
髪
一
雄
版
画
展

１
／
四
１
１
／
露

西
村
功
パ
リ
ス
ケ
ッ
チ
展

１
／
妬
１
２
／
１

古
典
芸
能

－
。
大
人
か
ら
子
供
ま
で
、
幅

広
い
世
代
が
楽
し
め
る
こ
の
映

画
を
ど
う
ぞ
お
見
逃
し
な
く
。

★
こ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
読
者
の
方
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
葉
書
に
住
所
・
氏
名
・
映
画
名
を

明
記
の
上
、
神
戸
っ
子
「
モ
ダ
ン
カ
ル
チ

ャ
ー
映
画
係
」
ま
で
。
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１
１４０
１

．'蝋蕊簿。映
画
は
明
る
い
〃
ケ
・
セ
ラ
・
セ
ラ
″
の
メ
ロ
デ
ィ
か
ら
タ
イ

ト
ル
が
出
る
。
緑
の
美
し
い
芝
生
で
若
い
高
校
女
子
学
生
が
ク
リ

ゲ
ッ
ト
に
興
じ
て
い
る
。
タ
マ
を
打
つ
音
も
明
る
く
、
い
か
に
も

楽
し
げ
。

と
こ
ろ
が
こ
の
三
人
、
つ
ま
り
こ
の
高
校
の
リ
ー
ダ
ー
格
の
女

子
三
名
、
こ
れ
を
ヘ
ザ
ー
ス
と
呼
ぶ
。
意
味
は
胸
に
リ
ボ
ン
を
つ

け
て
い
る
こ
と
。
つ
ま
り
権
威
者
だ
。
親
方
た
ち
だ
。
こ
れ
に
加

わ
っ
た
十
七
歳
の
ベ
ロ
ニ
カ
（
ウ
ィ
ナ
・
ラ
イ
ダ
ー
）
は
、
こ
の

ヘ
ザ
ー
ス
た
ち
に
コ
テ
ン
パ
ン
に
い
じ
め
ら
れ
る
。
映
画
は
ヘ
ザ

ー
ス
の
打
っ
た
ク
リ
ケ
ッ
ト
の
タ
マ
が
ベ
ロ
ニ
カ
の
頭
上
に
ガ
チ

ン
と
乗
つ
か
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
し
か
も
当
の
ベ
ロ
ー
ー
カ
は
首

の
下
が
迄
の
中
す
な
わ
ち
土
に
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
て
、
身
動
き
で

き
ぬ
カ
ッ
コ
ウ
で
、
相
手
の
打
っ
た
タ
マ
を
頭
に
乗
せ
て
い
る
の

だ
。
ど
う
見
て
も
こ
れ
は
オ
ー
バ
ー
ど
こ
ろ
か
無
茶
苦
茶
な
演

出
。
ア
ホ
ウ
ら
し
い
あ
ん
ま
り
…
…
と
思
う
う
ち
に
、
こ
の
映
画

が
現
代
の
明
る
い
ア
メ
リ
カ
・
オ
ハ
イ
オ
州
の
高
校
の
映
画
と
い

う
の
に
、
次
第
に
グ
ロ
に
な
り
ギ
ョ
ッ
と
す
る
二
人
の
男
女
学
生

の
お
ど
ろ
く
べ
き
反
抗
映
画
に
と
盛
り
上
が
っ
て
ゆ
く
。

こ
こ
に
Ｊ
・
，
（
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ス
レ
イ
タ
ー
）
と
い
う
男

、
、

子
生
が
転
校
し
て
き
た
。
ど
こ
か
人
を
馬
鹿
に
し
た
つ
ら
つ
き
。

仲
間
に
い
じ
め
ら
れ
つ
づ
け
、
と
く
に
三
人
組
の
ヘ
ザ
ー
ス
に
か

ら
か
わ
れ
た
ベ
ロ
ニ
カ
が
こ
の
Ｊ
・
Ｄ
に
魅
せ
ら
れ
て
、
Ｊ
・
Ｄ

と
二
人
で
こ
の
高
慢
お
嬢
さ
ん
三
人
組
を
計
画
立
て
て
自
滅
さ
せ

て
ゆ
く
。
か
く
て
一
人
は
自
殺
。
も
う
一
人
は
自
殺
未
遂
。
と
い

鱗 蝉
謡
哩
出
吟
糊
篭
躍
器
・

鍵
癖
鍵
騨
鍵

「
ヘ
ザ
ー
ス
』
の
こ
わ
さ
お
か
し
さ

シ
ュ
ー
ル
な
破
れ
か
ぶ
れ
の
ス
タ
イ
ル
を
も
っ
た

爆
笑
学
生
映
画

う
わ
け
で
世
に
も
す
さ
ま
じ
き
女
子
学
生
殺
し
に
と
映
画
は
進
ん

で
ゆ
く
。
つ
い
に
こ
れ
に
こ
わ
く
な
り
だ
し
た
ベ
ロ
ニ
カ
が
思
い

あ
ま
っ
て
自
分
の
首
を
吊
っ
た
。
彼
女
の
家
で
こ
れ
を
見
つ
け
た

Ｊ
・
Ｄ
は
お
ど
ろ
い
て
〃
君
の
嫌
な
生
徒
た
ち
と
学
校
を
俺
の
手

ば
く
澄
ん

製
爆
弾
で
み
な
ご
ろ
し
に
し
て
や
る
よ
、
そ
し
て
学
校
破
壊
を
や

っ
て
の
け
て
や
る
よ
。
そ
れ
は
卒
業
パ
ー
テ
ー
の
日
の
何
時
何
分

の
時
限
爆
弾
だ
。
お
前
の
死
を
俺
は
無
駄
に
し
な
い
ぜ
″
と
打
ち

明
け
て
走
り
去
っ
た
。
実
は
ベ
ロ
ニ
カ
の
首
吊
り
は
狂
言
自
殺
。

だ
か
ら
ベ
ロ
ー
ー
カ
は
す
べ
て
を
知
っ
て
さ
す
が
に
驚
き
学
校
の
そ

の
・
ハ
ー
テ
ー
に
駆
け
つ
け
る
．
…
・
・
。

と
い
う
無
茶
苦
茶
な
ス
ト
ー
リ
ー
な
が
ら
、
こ
こ
に
は
学
生
生

活
の
む
な
し
い
怒
り
が
こ
み
あ
げ
て
こ
の
ナ
ン
セ
ン
ス
な
爆
笑
．

あ
じ

メ
デ
イ
の
裏
の
す
る
ど
い
ナ
イ
フ
の
切
れ
味
が
若
者
の
怒
り
を
身

『
静

蕊

園

陰

鴬

l E H

簿
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識蕊蕊

鴬
鴬 に

し
み
こ
ま
す
。

思
え
ば
「
理
由
な
き
反
抗
」
（
一
九
五
五
）
「
Ｈ
…
…
も
し
も
」

（
一
九
六
八
）
す
こ
し
形
は
変
る
と
は
い
え
「
時
計
じ
か
け
の
オ

レ
ン
ジ
」
（
一
九
七
一
）
「
俺
た
ち
に
明
日
は
な
ど
（
一
九
六
七
）

「
い
ち
ご
白
書
」
（
一
九
七
○
）
と
、
怒
れ
る
若
者
た
ち
の
悲
し

さ
が
怒
り
に
盛
り
上
っ
た
作
品
を
映
画
は
つ
ぎ
つ
ぎ
と
描
い
て
は

き
た
が
、
女
子
学
生
の
怒
り
は
遠
く
ド
イ
ツ
映
画
の
「
制
服
の
処

女
」
（
一
九
五
八
）
い
ら
い
影
を
ひ
そ
め
、
こ
の
「
制
服
の
処
女
」

で
あ
っ
た
。

そ
の
意
味
で
こ
ん
ど
の
一
九
八
九
年
度
の
ア
メ
リ
カ
映
画
が
、

男
女
高
校
生
の
怒
り
を
大
胆
な
シ
ュ
ー
ル
ス
タ
イ
ル
と
も
い
え
る

演
出
手
法
で
描
き
き
っ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
そ
の
手
法
は
、

ア
ラ
ン
・
パ
ー
カ
ー
が
ま
だ
監
督
に
な
る
前
の
シ
ナ
リ
オ
。
ラ
イ

タ
ー
で
あ
っ
た
こ
ろ
の
イ
ギ
リ
ス
映
画
「
小
さ
な
恋
の
メ
ロ
デ

ィ
」
を
ワ
リ
ス
・
フ
セ
イ
ン
監
督
が
小
学
生
の
学
生
騒
動
を
描
く

に
あ
た
り
コ
メ
デ
ィ
・
タ
ッ
チ
で
童
画
ふ
う
に
描
い
た
の
に
ま
っ

た
く
似
て
、
こ
の
「
ヘ
ザ
ー
ス
」
国
８
夢
の
筋
（
日
本
題
名
「
ヘ

ザ
ー
ス
、
ベ
ロ
ニ
カ
の
熱
い
日
」
）
の
マ
イ
ケ
ル
・
レ
ー
マ
ン
監

督
も
い
か
に
も
大
胆
に
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
。
ス
タ
イ
ル
を
も
っ
て
親

と
子
の
そ
の
育
ち
、
あ
る
い
は
十
五
歳
十
六
歳
と
い
う
と
こ
ろ
の

意
地
悪
振
り
を
描
き
、
こ
れ
か
ら
新
進
の
ア
メ
リ
カ
新
人
監
督
と

注
目
し
た
い
。

主
役
の
ベ
ロ
ニ
カ
に
扮
す
る
ウ
ィ
ノ
ナ
・
ラ
イ
ダ
ー
は
十
六
歳

で
初
め
て
映
画
「
ル
ー
カ
ス
の
初
恋
メ
モ
リ
ー
」
に
出
た
。
こ
と

し
十
九
歳
。
Ｊ
・
Ｄ
を
演
じ
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ス
レ
イ
タ
ー
は

ぱ
ら

あ
の
「
菩
蔽
の
名
前
」
（
一
九
八
八
）
に
出
て
お
恥
ソ
、
こ
と
し
十

八
歳
。
マ
イ
ケ
ル
監
督
は
ア
メ
リ
カ
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
生

れ
。
フ
ラ
ン
シ
ス
。
コ
ッ
ポ
ラ
に
見
い
出
さ
れ
て
映
画
入
り
し

た
。
こ
れ
が
初
め
て
の
監
督
作
品
。
す
べ
て
若
く
す
べ
て
野
心
を

あ
ふ
れ
さ
せ
た
、
ち
か
ご
ろ
注
目
度
第
一
の
ア
メ
リ
カ
の
こ
れ
は

異
色
ス
タ
イ
ル
。
興
行
価
値
と
常
識
を
守
る
ア
メ
リ
カ
映
画
の
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
な
か
で
、
こ
の
映
画
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
デ

ニ
ス
・
デ
・
ノ
ヴ
ィ
の
形
破
り
の
こ
の
青
春
映
画
。
思
え
ば
ベ
ロ

ニ
カ
の
相
手
の
若
者
の
名
を
た
だ
の
Ｊ
・
Ｄ
と
し
た
あ
た
り
、
ど

う
や
ら
こ
れ
ぞ
第
二
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
デ
ィ
ー
ン
に
な
り
ま
す
ぞ

と
の
自
慢
を
か
く
し
て
の
役
名
Ｊ
・
，
。
も
う
こ
こ
か
ら
早
く
も

映
画
の
お
遊
び
が
か
も
し
出
て
、
こ
れ
は
若
者
向
け
と
い
う
よ
り

、
、
、
、

、
、

も
映
画
に
し
た
た
か
な
批
評
を
く
だ
す
自
称
映
画
ツ
ウ
に
も
見
せ

た
い
注
目
作
で
あ
り
ま
す
ぞ
。

▲
ヘ
ザ
ー
ス
３
人
組
に
痛
め
つ
け
ら
れ
る
ベ
ロ
ニ
カ
（
ウ
ィ
ノ
ナ
・
ラ
イ
ダ
ー
）
。
Ｊ

・
，
（
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ス
レ
イ
タ
ー
）
と
共
に
人
気
急
上
昇
中
。
注
目
の
超
モ
ダ

ン
青
春
映
画
。
東
京
シ
ネ
マ
ド
ー
ム
で
絶
賛
公
演
中
。
関
西
上
演
予
定
は
未
定
。

釘
１

１
４
１
屯
Ｉ
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￥ 熱鯛鰯､灘懲

アメリカ感覚をお楽しみ下さい

鍵副

か品総"蕊.鮮愛嫉店

蝿

鍵 ☆
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の

海
の
幸
が
あ
な
た
を
迎
え
て

く
れ
ま
す

味
に
う
る
さ
い
神
戸
の
グ
ル

マ
ン
達
が
、
ど
こ
か
ら
聞
き
つ

け
た
の
か
〃
か
じ
き
″
を
訪
れ

る
。
民
家
と
間
違
え
て
通
り
過

ぎ
て
し
ま
い
そ
う
な
位
目
立
た

な
い
場
所
に
あ
る
が
、
料
理
は

絶
品
も
の
ば
か
り
。

昼
は
〃
ミ
ニ
コ
ー
ス
″
（
４

千
円
）
、
〃
玉
手
箱
弁
当
〃
（
２
千

円
）
が
お
す
す
め
。
そ
し
て
夜

は
、
こ
の
店
な
ら
で
は
の
豊
富

な
海
の
幸
を
是
非
ご
賞
味
を
。

び
っ

&

革謹成

蕊翻噸繭

蕊蕊
職

瀞
職
議
語

寒
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
な

ら
、
ハ
ゲ
や
オ
コ
ゼ
の
う
す
造

り
を
食
べ
た
い
。

そ
し
て
、
「
料
理
の
味
だ
け
で

な
く
、
お
店
を
出
て
か
ら
も
い

い
あ
と
味
で
帰
っ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
心
が
け
る
ご
主
人
の

も
て
な
し
も
あ
っ
て
、
居
心
地

よ
く
美
味
な
料
理
を
楽
し
め
る

の
が
う
れ
し
い
。

満
席
の
と
き
が
多
く
、
「
来
て

い
た
だ
い
て
も
入
れ
な
い
と
い

う
の
は
、
お
客
さ
ん
に
申
し
訳

な
い
の
で
、
出
来
れ
ば
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
」
と
の
こ
と
。

図
神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
４
１

２
‐
２
Ｐ
Ｍ
Ｏ
ｌ
Ｐ
Ｍ
２

Ｐ
Ｍ
５
１
Ｐ
Ｍ
加
水
晒
休

倉
迩
１
６
０
２
９

認
§

シ
ス

コ
生
ま

れ
の
列

車
レ
ス

ト
ー
フ
ン

〃
フ
オ

グ
・
シ

テ
ィ
・

ダ
イ
ナ

鐙

＃
ﾛ｡■Q西出ロ

;認5Ｆ

☆
お
肉
な
ら
お
ま
か
せ
下
さ
い

ミ
ー
ト
パ
ビ
リ
オ
ン

国
産
、
輸
入
肉
の
専
門
フ
ロ

ア
〃
ミ
ー
ト
パ
ビ
リ
オ
ン
〃
が

ｎ
月
記
日
、
三
宮
の
〃
ダ
イ
エ

ー
リ
ビ
ン
グ
館
″
の
地
下
１
階

に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

ミ
ー
ト
パ
ビ
リ
オ
ン
は
売
場

面
積
約
測
坪
。
売
場
は
、
ア
メ

－
神
戸
〃
・
テ
イ
ス
テ
ィ
な
料

理
と
、
シ
ン
プ
ル
で
い
て
カ
ジ

ュ
ア
ル
な
雰
囲
気
が
大
人
気
。

カ
ッ
プ
ル
で
行
っ
て
も
女
の
子

同
志
で
も
必
ず
満
足
で
き
る
は

ず
。さ

て
同
店
か
ら
読
者
の
皆
さ

驚

142

ま
に
ウ
レ
シ
イ
お
年
玉
。
３
千

円
の
お
食
事
チ
ケ
ッ
ト
を
皿
名

の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま

す
。

■
ご
希
望
の
方
は
、
葉
書
に
住
所
・
氏
名

・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
１
月

あ
日
必
着
に
て
本
諾
フ
ォ
グ
シ
テ
ィ
ダ
イ

ナ
ー
係
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。

国
神
戸
市
中
央
区
港
島
中
町
６
１
５
１
１

Ａ
Ｍ
Ⅷ
“
釦
Ｉ
Ｐ
Ｍ
、

茸
弛
１
２
０
０
０
無
休

リ
カ
の
西
部
開
拓
時
代
の
木
造

家
具
を
一
メ
ー
ジ
し
た
ウ
エ
ス

タ
ン
調
の
つ
く
り
に
な
っ
て
お

り
、
牛
や
豚
、
鶏
の
ほ
か
ウ
ズ

ラ
、
キ
ジ
、
猪
な
ど
幅
広
く
商

品
が
取
り
揃
え
ら
れ
て
い
る
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

の
後
、
ダ
イ
エ
ー
の
契
約
牧
場

が
あ
る
ア
メ
リ
カ
・
カ
ン
ザ
ス

州
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
カ
ー

同
州
副
知
事
や
ミ
ス
カ
ン
ザ
ス

の
キ
ン
バ
リ
ー
・
ケ
イ
・
ダ
ガ

ー
さ
ん
、
中
内
潤
副
社
長
ら
が

輸
入
肉
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に

ス
テ
ー
キ
の
試
食
販
売
が
行
わ

れ
た
。

回
神
戸
市
中
央
区
三
宮
町
１
１
２
１
３

Ａ
Ｍ
他
ｌ
Ｐ
Ｍ
８
水
廟
休

官
謝
－
８
１
６
１

オープンセレモニーのテープカット
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デ
ル
・
ギ
オ
ッ
ト
〃
。
決
ま
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
は
な
く
、
オ
ー
ナ
ー

シ
ェ
フ
の
シ
ベ
リ
さ
ん
が
毎
日

朝
一
番
に
市
場
に
行
き
、
そ
の

日
の
最
も
新
鮮
な
素
材
で
腕
を

振
る
う
。
パ
ス
タ
、
リ
ゾ
ッ
ト
、

;識

１
１４３
１

このカウンターで是非一度

た
、
意
外
な
場
所
に
素

敵
な
フ
ラ
ン
ス
料
理
屋

さ
ん
〃
肝
胆
亭
″
が
あ

る
。
互
い
に
真
心
を
打

ち
明
け
て
親
し
く
交
わ

る
と
い
う
意
味
の
こ
と

わ
ざ
「
肝
胆
相
照
ら

す
」
か
ら
店
名
を
つ
け

た
と
い
う
だ
け
あ
っ

て
、
ホ
テ
ル
に
長
年
い

た
店
長
の
人
柄
が
よ
く

表
わ
れ
た
親
し
み
や
す

い
お
店
で
あ
る
。
居
酒

屋
の
よ
う
に
黒
板
に
書

か
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
が
置

い
て
あ
っ
た
り
、
カ
ウ

☆
本
場
の
イ
タ
リ
ア
料
理
を

心
ゆ
く
ま
で

イ
タ
リ
ア
料
理
の
な
か
で
も

特
に
イ
タ
リ
ア
北
部
の
料
理
を

食
べ
さ
せ
て
く
れ
る
の
が
、
ト

ア
ウ
エ
ス
ト
の
〃
オ
ス
テ
リ
ア
。

☆
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ

グ
ル
メ
ス
ポ
ッ
ト

地
平
群
特
垂

「
ｎ
ｏ
唖
Ｏ
Ｙ
Ａ
」

鱒
も謡j h 盈且配

譲蕊識識謡, 謹舞騨鰯 癖，蝿, 鍵謹蕊露

ン
タ
ー
も
客
と
の
会
話
が
出
来

る
よ
う
に
設
け
た
そ
う
だ
。
し

か
し
壁
に
架
け
ら
れ
た
絵
や
背

２
局
い
イ
ス
な
ど
誼
イ
ン
テ
リ

ア
類
は
と
て
も
お
酒
落
。
料
理

は
、
そ
の
日
の
新
鮮
な
素
材
と

ホ
テ
ル
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し

た
最
高
の
も
の
ば
か
り
。
し
か

も
値
段
は
と
て
も
リ
ー
ズ
ナ
ブ

レ
Ｏ
ノ

気
軽
に
美
味
し
い
フ
ラ
ン
ス

料
理
を
楽
し
み
た
い
人
に
は
、

ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
店
で

あ
る
。

回
神
戸
市
中
央
区
琴
緒
町
５
１
４
‐
５

Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
ピ
ル
Ｂ
１
Ｆ
Ａ
Ｍ
加
配
犯
ｌ

Ｐ
Ｍ
２
Ｐ
Ｍ
５
如
卵
Ｉ
翌
Ａ
Ｍ
３

茸
加
１
８
７
６
３
月
風
体

Ｊ
Ｒ
三
宮
駅
中
央
ロ
の
山
側

タ
ク
シ
ー
乗
り
場
を
少
し
北
に

あ
が
っ
た
、
意
外
な
場
所
に
素

る
う
。
パ
ス
タ
、
リ
ゾ
ッ
ト
、

肉
料
理
な
ど
各
々
３
１
４
種

類
ず
つ
。
秋
に
は
ウ
ズ
ラ
、

ウ
サ
ギ
、
冬
に
は
シ
カ
、
カ

モ
な
ど
も
あ
り
、
舌
鼓
を
打

つ
美
味
し
さ
だ
。
パ
ス
タ
は

自
分
の
手
で
打
ち
、
パ
ン
も

自
分
で
作
る
。

イ
タ
リ
ア
料
理
ブ
ー
ム
の

中
、
こ
こ
は
他
店
で
は
味
わ

え
な
い
本
物
が
楽
し
め
る
。

回
神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
３
－
１

‐
９
コ
ス
モ
ピ
ル
Ｂ
１
Ｆ
Ｐ
Ｍ

Ｏ
１
Ｐ
Ｍ
２
・
・
釦
Ｐ
Ｍ
６
１
Ｐ
Ｍ

ｍ
何
噸
１
７
４
２
７
木
咽
休

か
つ
て
、
東
灘
の
漁
港

で
あ
が
っ
た
魚
を
有
馬
に

運
ぶ
た
め
の
「
と
と
や
道
」

が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
こ

か
ら
ネ
ー
ミ
ン
グ
し
た
の

が
、
ハ
ン
タ
ー
坂
に
あ
る

〃
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
″
だ
。

新
鮮
な
海
の
幸
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
っ
た
地
中
海
料

理
を
、
広
く
て
開
放
的
な

空
間
で
食
べ
さ
せ
て
く
れ

る
。
そ
の
季
節
ご
と
の
旬

の
魚
や
貝
を
素
材
に
す
る

た
め
⑫
月
は
鯛
、
１
月
は

鱈
と
い
う
具
合
に
メ
ニ
ュ

ー
を
す
べ
て
変
え
て
し
ま

う
程
。人

気
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ラ

☆
気
軽
に
居
酒
屋
感
覚
で

立
ち
寄
れ
る
フ
ラ
ン
ス

料
理
屋
さ
ん
で
す

ン
チ
タ
イ
ム
な
ら
〃
○
○
口
再

巴
甘
淳
自
画
○
″
（
千
伽
円
）
、

〃
の
○
℃
村
四
口
○
勺
筒
四
目
圃
○
″

（
千
伽
円
）
、
デ
イ
ナ
ー
タ
イ

ム
な
ら
〃
陣
の
旨
コ
ー
ス
″

（
３
千
円
）
な
ど
。

昼
も
夜
も
圧
倒
的
に
女
性

客
が
多
い
と
い
う
こ
の
店
、

料
理
の
味
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
好
感
の
持
た
れ
る
雰
囲

気
を
演
出
す
る
た
め
の
努
力

は
並
大
抵
で
は
な
い
。

大
切
な
時
間
を
心
ゆ
く
ま

で
味
わ
い
た
い
方
に
は
、
絶

対
オ
ス
ス
メ
の
店
で
あ
る
。

回
神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
１
１
訂

ｌ
吃
Ｐ
Ｍ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
Ｍ
２
恥
釦
（
オ

ー
ダ
ー
ス
ト
ッ
プ
）
Ｐ
Ｍ
５
１
聾

Ｍ
９
（
同
）
火
咽
休

貢
酬
Ｉ
Ｏ
２
１
６

醗灘鐙
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ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

熱』

１
１４４
１

月
か
ら
３
月
に
か
け
て
追
悼
企

画
「
佐
本
メ
モ
リ
ア
ル
」
が
催

さ
れ
る
。

麻
酔
を
か
け
た
幼
児
が
亡
く

な
っ
た
責
任
を
感
じ
て
自
ら
の

問
わ
ず
、
コ
ー
プ
な
ど
店
舗
の

サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
に
備
え
つ

け
の
応
募
書
類
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
サ
ー

ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
に
持
参
の
こ
と

締
切
り
は
１
月
訓
日
当
日
消
印

有
効
。

回
問
い
合
わ
せ
・
郵
送
先

〒
剛
神
戸
市
東
灘
区
住
吉
本
町
１
１
３
１

⑲
灘
神
戸
生
協
生
活
文
化
・
福
祉
賞
事

務
局
（
組
合
員
活
動
事
務
局
内
）
ま
で
。

茸
８
５
６
１
１
７
０
０

☆
佐
本
さ
ん
の
業
績
を
称
え
て

３
月
ま
で
追
悼
企
画
が

独
特
の
小
児
歯
科
の
治
療
法

や
自
宅
で
の
「
シ
ア
タ
ー
ポ
シ

ェ
ッ
ト
」
経
営
等
で
知
ら
れ
て

い
た
佐
本
進
医
師
の
死
（
昨
年

の
２
月
記
日
）
を
悼
ん
で
、
１

稗
晶

命
を
絶
っ
た
佐
本
さ
ん
は
文
化

や
芸
術
に
造
詣
が
深
く
、
没
後

１
年
を
迎
え
て
多
く
の
関
係
者

の
協
力
に
よ
り
今
回
の
イ
ベ
ン

ト
が
企
画
さ
れ
た
。

現
在
決
定
し
て
い
る
の
は
、

永
六
輔
＆
マ
ル
セ
太
郎
と
中
村

ま
り
子
の
ト
ー
ク
バ
ラ
エ
テ
ィ

（
１
月
ｎ
日
）
、
劇
団
神
戸
公
演

（
２
月
型
ｌ
幻
日
）
、
柴
田
旭
堂

さ
ん
の
筑
前
琵
琶
（
２
月
記

日
）
、
上
原
ま
り
さ
ん
の
筑
前

琵
琶
（
未
定
）
、
北
浦
洋
子
さ
ん

の
バ
イ
オ
リ
ン
（
２
月
配
日
）
、

林
俊
昭
・
由
美
子
さ
ん
の
デ
ュ

エ
ッ
ト
（
２
月
妬
日
）
、
メ
モ

リ
ア
ル
コ
ン
サ
ー
ト
（
２
月
肥

日
）
、
オ
マ
ー
ジ
ュ
サ
モ
ト
美
術

展
（
２
月
記
日
’
３
月
１
日
）
。

ま
た
３
月
に
文
集
の
出
版
、

出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ
を
兼
ね
た

偲
ぶ
会
の
開
催
が
計
画
さ
れ
て

い
る
。

目
詳
し
く
は
、
佐
本
メ
モ
リ
ア
ル
実
行
委

員
会
事
務
局
海
文
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
島
田

誠
さ
ん
ま
で
。
衝
３
３
１
１
２
４
６
７

☆
赤
レ
ン
ガ
と
鏡
張
り
ビ
ル
が

ド
ッ
キ
ン
グ

神
戸
地
裁
（
中
央
区
橘
通
２
）

の
新
庁
舎
が
完
成
し
、
坦
月
、

日
か
ら
運
営
さ
れ
て
い
る
。

旧
庁
舎
は
明
治
訂
年
に
建
て

ら
れ
た
地
上
２
階
、
地
下
１
階

の
レ
ン
ガ
造
り
で
、
赤
レ
ン
ガ

に
白
タ
イ
ル
の
装
飾
と
い
う
ド

イ
ツ
風
の
ネ
オ
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

様
式
の
建
物
。

老
朽
化
の
た
め
２
年
前
か
ら

障
害
者
の
日
（
⑫
月
９
日
）
を

国
民
の
祝
日
に
Ⅶ

国
際
連
合
で
採
択
さ
れ
た
世
界
行
動

計
画
の
中
で
、
「
国
家
的
な
障
害
者
の

日
を
宣
言
す
る
こ
と
」
を
各
国
に
要
請

し
ま
し
た
が
、
我
が
国
も
こ
れ
に
応
え

て
、
障
害
者
の
椛
利
宣
言
の
採
択
日
で

あ
る
哩
月
９
日
を
、
「
障
害
者
の
日
」

に
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
日
に
は
障
害
者
に
関
す
る
啓
発

運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
国
際

障
害
者
年
日
本
推
進
協
議
会
が
中
心
に

な
っ
て
、
哩
月
９
日
を
国
民
の
祝
日
に

し
て
運
動
の
充
実
を
図
ろ
う
と
い
う
機

運
が
も
り
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
目

的
は
、
第
一
に
１
９
９
２
年
に
終
わ
る

「
国
連
。
障
害
者
の
加
年
」
の
後
、
国

際
障
害
者
年
の
理
念
を
後
の
世
に
残
し

て
置
く
方
法
と
し
て
、
こ
れ
が
ふ
さ
わ

し
い
。
第
二
に
障
害
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
、
同
じ
時
間
に
障
害
者
の
問
題
を

考
え
、
国
民
的
な
規
模
で
関
心
を
高
め

て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

そ
し
て
祝
日
が
実
現
さ
れ
ま
す
と
、

例
え
ば
「
完
全
社
会
参
加
デ
ー
」
と
銘

打
っ
て
、
多
く
の
分
野
に
参
加
で
き
る

仕
組
を
準
備
す
る
こ
と
や
、
将
来
の
あ

る
べ
き
地
域
生
活
を
想
定
し
て
．
日

モ
デ
ル
事
業
」
な
ど
を
、
公
的
機
関
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

て
実
行
す
る
い
ろ
い
ろ
な
案
が
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
主
旨
の
運
動
が
、
こ

れ
か
ら
展
開
さ
れ
て
い
き
ま
す
が
、
皆

様
の
熱
烈
な
ご
支
援
を
心
よ
り
お
願
い

し
ま
す
。

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

団
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
８
１
１
１
６

神
戸
国
際
会
館
１
階
郵
便
局
の
隣

官
０
７
８
１
２
３
１
１
２
１
１
４

☆
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動

- ＝= 可函理一弓：繕

故佐本進さん
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ヒツジの横顔を型取って

賛
沢
な
恋
愛

村
松
友
覗
他 準

新
庁
舎
建
設
・
旧
庁
舎
解
体
が

進
め
ら
れ
て
い
た
。

新
庁
舎
は
赤
レ
ン
ガ
造
り
の

建
物
と
し
て
お
馴
染
み
の
旧
庁

舎
の
外
壁
を
１
，
２
階
に
保
存

し
、
３
階
以
上
は
黒
い
鏡
張
り

の
ピ
ル
が
頭
を
出
す
ユ
ニ
ー
ク

な
も
の
。

敷
地
１
１
５
０
０
㎡
、
鉄
骨

地
上
５
階
、
地
下
１
階
の
延
べ

１
９
０
０
０
㎡
。
１
階
は
旧
庁

舎
の
天
井
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
等
を

再
利
用
し
た
広
々
と
し
た
ス
ペ

ー
ス
。
ま
た
大
法
廷
を
除
く
法

廷
は
全
て
２
階
に
集
中
し
て
利

用
者
の
便
宜
を
計
っ
て
い
る
。

☆
新
生
オ
リ
ッ
ク
ス
、
始
動
す

今
年
か
ら
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ

ア
ム
神
戸
に
本
拠
地
を
移
す
オ

リ
ッ
ク
ス
・
ブ
ル
ー
ウ
エ
ー
ブ

の
事
務
所
が
、
哩
月
８
日
、
球

場
脇
の
管
理
セ
ン
タ
ー
内
に
移

っ
た
。
こ
れ
ま
で
大
阪
に
あ
っ

た
の
を
、
「
神
戸
色
を
強
め
る

た
め
」
に
移
転
し
た
も
の
。
神

戸
の
市
民
球
団
と
し
て
の
色
づ

け
が
序
々
に
な
さ
れ
て
き
て
い レンガとミラーがマッチ

１
１４５
１

る
よ
う
だ
。

ま
た
、
同
日
、
市
内
各
地
で

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
サ
イ
ン
会
が

開
か
れ
た
。
会
場
に
は
大
勢
の

フ
ァ
ン
が
詰
め
か
け
、
関
係
者

の
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
た
。
サ
イ

ン
会
は
そ
の
後
、
理
、
羽
、
型

日
に
も
開
か
れ
、
新
生
オ
リ
ッ

ク
ス
に
対
す
る
市
民
の
関
心
の

ほ
ど
が
う
か
が
え
た
。

今
年
か
ら
新
た
に
土
井
新
監

督
を
迎
え
、
昨
年
ま
で
と
は
趣

き
を
異
に
し
た
野
球
が
見
ら
れ

そ
う
。
土
井
カ
ラ
ー
を
前
面
に

出
し
た
、
守
り
の
野
球
が
実
を

結
ぶ
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

☆
市
役
所
北
の
花
時
計
が

ヒ
ツ
ジ
の
模
様
に

神
戸
市
役
所
北
側
の
花
時
計

が
今
年
の
え
と
で
あ
る
ヒ
ツ
ジ

の
模
様
で
街
行
く
人
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
い
る
。

花
時
計
の
模
様
替
え
は
季
節

の
変
わ
り
目
や
イ
ベ
ン
ト
に
併

せ
て
年
に
８
回
ほ
ど
行
わ
れ
て

お
り
、
年
末
は
翌
年
の
え
と
を

題
材
と
す
る
の
が
昭
和
塁
年
以 サイン会での酒井選手

憾
醤．

☆
神
戸
フ
ロ
イ
デ
合
唱
団

合
唱
団
員
大
募
集
ノ
．

県
下
最
大
の
合
唱
団
で
あ
る

神
戸
フ
ロ
イ
デ
合
唱
団
が
、
平

成
３
年
７
月
２
日
（
火
）
、
神
戸

国
際
会
館
大
ホ
ー
ル
で
創
立
“

周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う

今
回
は
オ
ル
フ
「
カ
ル
ミ
ナ

・
ブ
ラ
ー
ナ
」
が
取
り
上
げ
ら

れ
、
外
山
雄
三
氏
の
愛
弟
子
、

亀
井
正
比
古
氏
の
指
揮
で
演
奏

さ
れ
る
。
同
合
唱
団
で
は
７
月

の
舞
台
に
備
え
、
迫
力
あ
ふ
れ

る
演
奏
の
た
め
に
、
新
し
い
合

唱
団
員
を
募
集
し
て
い
る
。
練

習
は
１
月
”
日
（
火
）
か
ら
。
楽

譜
が
読
め
な
く
て
も
、
歌
の
好

き
な
方
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き

る
。ま

た
、
１
月
焔
日
（
金
）
７
時

か
ら
神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル
で
マ

来
の
恒
例
。

今
年
は
図
案
化
し
た
ヒ
ツ
ジ

の
顔
・
目
。
角
を
、
白
伽
株
と

紫
千
Ⅲ
株
の
葉
ボ
タ
ン
で
あ
し

ら
っ
て
お
り
、
１
月
一
杯
ま
で

鮮
や
か
な
風
景
を
展
開
す
る
。

村
松
友
覗
、
村
上
範
と
い
う
豪
華
な

顔
ぶ
れ
の
作
家
８
人
に
よ
る
、
棟
々
な

恋
愛
小
説
集
。
真
珠
や
プ
ラ
チ
ナ
等
の

宝
石
を
め
ぐ
る
男
女
の
ス
ト
ー
リ
ー
は

時
に
は
ほ
の
ぼ
の
と
、
時
に
は
冷
淡
に

展
開
し
て
い
く
。
宝
石
の
輝
き
に
秘
め

ら
れ
た
気
持
ち
や
伝
え
き
れ
な
か
っ
た

言
葉
を
ゆ
っ
く
り
と
か
み
し
め
た
い
人

へ
・
ク
リ
ス
マ
ス
の
情
景
が
浮
か
ん
で

く
る
一
冊
。

（
角
川
書
店
刊
１
１
０
０
円
）

図
書

ガ
イ
ド

死
の
影
の
谷
間

紫
野
京
子

す
き
と
お
っ
て
い
る
の
に
、
中
が
見

と
お
せ
な
い
、
そ
し
て
い
つ
も
霧
が
ゆ

っ
く
り
と
た
ゆ
た
っ
て
い
る
湖
。
そ
れ

が
、
こ
の
詩
集
で
す
。
余
り
に
も
幻
想

的
な
イ
メ
ー
ジ
に
促
わ
れ
て
い
る
と
、

そ
の
奥
底
が
見
え
な
い
。
そ
こ
に
隠
さ

れ
た
、
た
だ
ひ
と
か
け
ら
の
イ
メ
ー
ジ

を
把
み
と
る
こ
と
が
出
来
た
な
ら
、
き

っ
と
、
こ
の
詩
集
を
楽
し
む
こ
と
が
出

来
る
で
し
ょ
う
。

（
花
神
社
刊
２
０
０
０
円
）

》
》
》
癖
》
》
鍛
麺
あ
癖
弄

医
学
博
士
で
あ
る
著
者
が
「
骨
の
老

化
に
つ
い
て
現
代
医
学
が
ど
こ
ま
で
明

ら
か
に
で
き
た
か
」
を
分
り
易
く
解
説

し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
如
歳
を
す
ぎ

た
ら
、
自
分
の
骨
の
健
康
に
は
気
を
造

う
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

う
い
う
気
配
り
を
す
る
た
め
に
こ
そ
、

そ
の
手
引
書
と
し
て
、
本
書
を
使
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
そ
れ
が
著
者
の
願
い

な
の
で
す
。

（
京
都
書
院
刊
１
４
５
０
円
）
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慧
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銭誌識撰鐸聯

ｊ
ｌ４６
１

ス
カ
ー
ニ
“
オ
ペ
ラ
「
カ
ヴ
ァ

レ
リ
ア
・
ル
ス
チ
カ
ー
ナ
」
の

コ
ン
サ
ー
ト
も
行
な
わ
れ
る
。

■
〒
卸
神
戸
市
中
央
区
海
岸
通
２
‐
３
‐

Ⅷ
昭
和
ピ
ル
４
Ｆ
衝
３
９
１
１
２
６
１
３

麺
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
旧
時
以
降

に
お
願
い
し
ま
す
。

☆
町
を
守
り
作
っ
て
い
こ
う
と

全
国
か
ら
知
恵
の
結
集

６
月
に
秋
田
県
角
館
（
か
く

の
だ
て
）
で
開
か
れ
る
第
必
回

全
国
町
並
み
ゼ
ミ
の
幹
事
会

が
、
昨
年
⑫
月
２
．
３
日
に
神

戸
市
民
生
協
で
開
か
れ
た
。

同
会
に
は
全
国
の
町
づ
く
り

の
会
や
守
る
会
の
有
力
メ
ン
バ

ー
が
約
知
人
集
ま
り
、
町
並
み

保
存
に
つ
い
て
熱
心
な
討
議
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

ま
た
２
日
に
は
旧
居
留
地
界

「
神
戸
の
町
は
本
当
に
締

麗
で
す
ね
」
と
い
う
賞
め
言

葉
を
聞
く
と
嬉
し
い
も
の

だ
。
確
か
に
最
近
、
街
は
美

し
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
ま

た
死
角
も
あ
る
。
三
宮
界
隈

の
昼
、
夜
の
賑
わ
い
の
時
間

の
狭
間
に
汚
れ
が
目
立
つ
。

新
年
に
神
戸
へ
の
提
案

花時計

鍵
☆
洋
菓
子
処
ブ
ー
ケ
別
周
年

感
謝
パ
ー
テ
ィ
を
開
催

創
業
加
周
年
を
迎
え
た
洋
菓

子
処
ブ
ー
ケ
の
感
謝
パ
ー
テ
ィ

が
昨
年
ｕ
月
妬
日
に
生
田
神
社

会
館
で
開
か
れ
、
ブ
ー
ケ
の
職

人
さ
ん
達
が
腕
を
ふ
る
っ
た
ケ

こ
れ
は
ど
う
し
た
こ
と
か

官
の
清
掃
の
シ
ス
テ
ム
と
民

の
掃
除
の
す
き
ま
に
な
る
の

だ
ろ
う
。
そ
ん
な
時
に
都
会

の
醜
悪
な
汚
れ
た
顔
を
見
せ

て
し
ま
う
。
ど
う
に
か
な
ら

な
い
か
、
街
を
清
め
、
塵
を

追
放
す
る
手
法
は
な
い
も
の

か
と
思
う
。
街
の
美
観
を
守

る
委
員
会
な
ど
結
成
し
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
挑
戦
し

て
み
て
ほ
し
い
。

も
う
一
つ
新
年
だ
か
ら
提

案
し
た
い
こ
と
が
あ
る
。

最
近
、
街
を
飾
る
街
灯
や

看
板
な
ど
、
よ
く
目
立
つ
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
の
中
に
は

隈
の
見
学
会
が
行
わ
れ
、
参
加

者
の
目
を
魅
き
つ
け
た
。

鱗

こ
れ
は
「
困
っ
た
も
ん
だ
」

と
思
う
よ
う
な
程
度
の
悪
い

つ
ま
り
、
セ
ン
ス
の
な
い
も

の
が
増
え
て
き
て
は
い
な
い

か
。
い
く
ら
建
物
が
美
し
く

て
も
、
道
を
美
し
く
し
て
も

こ
れ
ら
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
が

我
物
顔
に
街
角
を
占
有
さ
れ

る
と
腹
が
立
つ
。
街
の
セ
ン

ス
を
保
ち
、
デ
ザ
イ
ン
を
レ

ベ
ル
。
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に

も
神
戸
の
街
の
デ
ザ
イ
ン
を

守
る
委
員
会
な
ど
作
っ
て
、

こ
れ
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
神
戸
を

守
ら
な
け
れ
ば
。

八
Ｙ
Ｖ

蕊蕊蕊 & 罰

ケーキをを盛りつける職人さん

鍵鶏

熱意の人々が集まった

－
キ
が
参
会
者
に
サ
ー
ビ
ス
さ

れ
た
。訪

れ
た
人
々
は
色
と
り
ど
り

の
お
菓
子
を
賞
味
し
、
ア
ス
ト

ラ
ー
サ
弦
楽
四
重
奏
団
や
ギ
タ

リ
ス
ト
島
崎
陶
人
さ
ん
の
ク
ラ

シ
ッ
ク
演
奏
を
楽
し
ん
だ
。

こ
れ
か
ら
も
お
菓
子
の
神
戸

の
伝
統
を
守
り
続
け
て
ほ
し
い

●
六
○
ｍ
ｍ
で
○
ｍ
『

☆
月
刊
神
戸
っ
子
の
新
年
会
を
、
１
月

”
日
（
火
）
午
後
６
時
抑
分
よ
り
、
京
町

の
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
開
催
い
た

し
ま
す
。
（
会
費
７
０
０
０
円
）
第
鵡

回
神
戸
文
学
賞
の
表
彰
式
も
併
せ
て
行

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
き
い
。

☆
神
戸
商
工
会
議
所
（
石
野
信
一
会
頭
）

の
、
平
成
３
年
新
年
合
同
祝
賀
会
が
、

神
戸
国
際
展
示
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

正
午
よ
り
（
３
千
円
）

☆
１
月
型
日
（
木
）
午
後
６
時
１
８
時
、

相
楽
園
会
館
で
〃
と
う
べ
芸
文
新
年
の

つ
ど
い
″
が
開
か
れ
ま
す
。
神
戸
市
文

化
奨
励
賞
の
若
柳
吉
金
吾
師
の
舞
踊

も
。
会
費
／
５
０
０
０
円
宙
３
２
２
１

５
１
６
５

☆
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社
ジ
ェ
イ

コ
ム
（
藤
友
恭
平
代
表
取
締
役
社
長
／

難
波
啓
佑
神
戸
本
部
長
）
の
神
戸
本
部

が
哩
月
に
移
転
〒
剛
中
央
区
三
宮
町
１

１
３
１
１
神
戸
Ｆ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
８
Ｆ

茸
３
２
１
１
３
１
７
１

★
彫
金
作
家
の
フ
ジ
タ
・
ジ
ュ
リ
オ
さ

ん
が
移
転
さ
れ
ま
し
た
。
〒
雌
西
宮
市

苦
楽
風
二
番
町
岨
ｌ
鍋
宮
０
７
９
８
１

７
３
１
２
３
２
９

☆
１
月
詣
日
（
金
）
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ

テ
ル
に
お
い
て
ス
ミ
セ
イ
経
営
講
演
会

が
。
講
師
は
新
井
正
明
氏
（
住
友
生
命

保
険
相
互
会
社
取
締
役
名
誉
会
長
）
で
、

「
先
人
に
学
ぶ
経
営
の
こ
こ
ろ
」
を
テ

ー
マ
に
開
他
さ
れ
ま
す
。
無
料
。
主
催

は
神
戸
西
支
社
（
今
野
茂
夫
支
社
長
）

☆
切
年
の
博
物
館
邦
楽
サ
ロ
ン
は
、
第

５
回
目
を
迎
え
て
、
三
味
線
音
楽
シ
リ

ー
ズ
〃
江
戸
の
悪
と
華
″
を
テ
ー
マ
に

閉
催
さ
れ
ま
す
。
（
各
１
０
０
０
円
）

１
月
哩
日
（
土
）
〃
大
和
楽
〃
午
後
２
時

大
和
久
満
、
三
千
世
、
静
、
三
喜
子
他

１
月
妬
日
（
土
）
〃
須
磨
琴
″
午
後
２
時

小
池
美
代
子
、
三
浦
徳
子
、
山
崎
八
重

子
２
月
塑
日
〃
地
唄
〃
午
後
２
時
間
聖

公
一
、
菊
津
木
昭
、
堀
内
崇
嶺
他

灘！蕊逗蕊議
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愛跳者のためのコミュニケーションサロン

神戸っ子倶楽部新会員
継続会員ご案内

画神戸っ子倶楽部では、ただ今会員を募集して
います。会員の方にはｒ月刊神戸っ子ｌを１年
分お届けします。また、神戸っ子倶楽部の会報
として、「月刊神戸っ子」の誌面上に、I ･ 神戸っ
子倶楽部ニュース」を毎月掲載、会員の動きな
ど棟々な情謡を提供します。さらに年２回、文
化性の高いイペンI 、（コンサート、美術展、演
劇など）

ます。年
に特
会費
別割引または無料でご招待いたし
（入会金を含む）は１万円です。

神戸を愛する人たちのカルチャークラブ「神
戸っ子倶楽部｣ 。あなたもご入会になって豊か
な神戸っ子ライフをお楽しみになりませんか。
会員の方は有効期限をお砿めのうえ、継続会

員として年会費をお納めください。

口入会申込・お問合せは－
Ｔ６５０神戸市中央区束町1 1 3 - 1 大神ピル９Ｆ
ＴＥＬｑ
ＦＡＸ

078‐331
078--331

- 2 2 4 6
- 2 7 9 5

☆K o b e c c o c l u b 会員I 情報
アメリカ絵画2 0 0 年展
1 9 9 1 年１月５日(土) ～２月1 1 日( 祝）

ジエームス・グツドウイン・クロネイ
ｒニユーロツシェル沖ロングアイランドの
釣り人たち. : 1 8 4 7 年

－－－

スリー･ グレイセス

ゲストに田辺靖雄さん。唾佑三子さんが
出演します。会員の皆様にＳ席3 5 0 0 円、
Ａ席2 4 7 0円、Ｂ席1 5 4 0円を1 0％ＯＦＦで、
ご優待します。
２月1 1 日( 月) 1 5 時於神戸文化大ホール

於兵庫県立近代美術館
スイス・ルガノのティ
ッセンーポルネミッサ
男爵父子二代にわたる
大コレクションの中か
ら、アメリカ美術のコ
レクションを公開しま
す。会員の皆様に無料
招待券をプレゼントし
ます°

鱗駕
旧漉

ハンター坂倶楽部通
会員の皆様に2 0 ％ＯＦＦのディ
ナーチケットをペアで５組の方
々にプレゼント。

目上記チケットを御希望の方は、ハガキに住所･ 氏名･ 会員N o . ・電匿番号・希望枚数
を明記の上、〒6 5 0 中央区束町1 1 3 - 1 大神ピル９Ｆ月刊神戸っ子･ 神戸っ子倶楽部まで
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文
学
を
知
り
つ
く
し
た
見
事
な

本
誌
の
制
定
し
て
い
る
「
神
戸
文
学

賞
」
の
最
終
選
考
会
が
、
担
月
加
日
に

選
考
委
員
の
先
生
方
を
迎
え
て
行
わ
れ

た
。
「
神
戸
文
学
賞
」
は
今
回
で
妬
回

を
数
え
る
。

今
回
は
昨
年
よ
り
も
４
編
増
の
妬
編

の
応
募
が
あ
り
、
３
人
の
選
考
委
員
の

先
生
方
も
、
年
々
上
が
っ
て
い
く
応
募

作
の
レ
ベ
ル
に
目
を
見
張
っ
て
い
た
。

基
礎
選
考
の
結
果
、
最
終
選
考
に
残

っ
た
の
は
、
「
幻
の
家
族
」
愛
川
弘
、
「
兄

と
」
舟
山
智
恵
、
「
絃
に
あ
る
八
夢
ｖ
」

森
名
内
骨
、
「
渇
き
」
刀
禰
喜
美
子
、

「
紫
陽
花
」
安
藤
由
美
、
「
グ
ン
・
モ
ー

ニ
ン
」
大
塚
光
明
、
「
男
中
年
や
ん
ち

ゃ
組
」
山
本
由
美
子
、
「
素
馨
の
花
咲

く
庭
」
福
居
普
子
、
「
星
の
光
月
の
位

置
」
大
迫
智
志
郎
、
「
家
族
」
弓
透
子
、

の
加
編
で
あ
っ
た
。 刀

禰
喜
美
子
の

と
ね

Ａ
今
年
は
最
終
選
考
に
残
っ
た
作
品

●第1 5 回神戸文学賞選考座談会③

「
渇
き
」

文
章
が
キ
ラ
リ
。

が
例
年
よ
り
多
く
て
苦
労
し
ま
し
た
。

Ｂ
そ
う
で
す
ね
。
全
体
的
に
レ
ベ
ル

も
上
が
っ
て
い
ま
す
し
。

Ａ
ひ
と
つ
の
メ
ド
を
つ
け
る
為
に
最

終
的
に
「
渇
き
」
「
家
族
」
「
星
の
光
月

の
位
置
」
「
絃
に
あ
る
八
夢
ｖ
」
の
４

編
に
し
ぼ
り
ま
し
た
。

Ｂ
僕
も
同
感
で
す
ね
。
た
だ
「
弦
に

あ
る
八
夢
ｖ
」
は
上
手
に
書
い
て
い
る

も
の
の
扱
っ
て
い
る
被
写
体
が
問
題
じ

ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ｃ
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
ね
。

Ａ
確
か
に
稚
拙
な
部
分
は
あ
る
ん
で

す
が
、
将
来
的
に
は
一
番
伸
び
て
い
く

可
能
性
を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

少
し
斜
め
に
逃
げ
た
よ
う
な
形
で
書
く

の
が
学
生
ら
し
く
て
面
白
い
。

Ｂ
「
家
族
」
は
途
中
ま
で
凄
く
い
い

の
に
、
最
後
で
崩
れ
て
い
ま
す
ね
。

Ａ
何
か
こ
う
、
後
始
末
が
で
き
て
い

な
い
と
い
う
印
象
な
ん
で
す
ね
。

杜山悠
く作家>

武田芳一
く作家＞

鄭承博
く作家＞

Ｃ
読
み
も
の
と
し
て
面
白
い
だ
け
じ

ゃ
駄
目
な
ん
で
す
ね
。
こ
れ
が
ア
メ
リ

カ
的
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
。

Ｂ
ア
メ
リ
カ
と
言
え
ば
、
「
グ
ン
・
モ

ー
ニ
ン
」
が
や
は
り
外
国
の
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
を
舞
台
に
し
て
い
ま
し
た
ね
。

Ａ
僕
は
非
常
に
達
者
な
も
の
を
感
じ

た
ん
で
す
が
、
何
か
が
引
っ
か
か
っ
て

く
る
ん
で
す
よ
。

Ｂ
自
慢
話
を
聞
か
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
気
が
す
る
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
で
鼻

に
つ
い
て
し
ま
う
ん
で
す
よ
。

Ａ
そ
の
点
、
読
ま
せ
る
の
は
「
星
の

光
月
の
位
置
」
で
す
ね
。

Ｂ
僕
が
一
番
上
手
い
と
思
う
の
は
、

主
人
公
の
登
校
拒
否
の
学
生
が
い
て
、

学
校
と
の
接
触
の
部
分
で
す
。
本
職
の

先
生
が
書
い
た
か
と
思
う
ほ
ど
で
す
。

Ａ
僕
が
買
う
の
は
絵
描
き
の
老
人
の

存
在
で
す
。
実
に
い
い
で
す
ね
え
、
こ

れ
が
。
今
言
わ
れ
た
生
徒
と
先
生
が
対

●選考委員
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心
理
描
写
が
心
理
説
明
に
な
っ
て
し
ま

が
「
幻
の
家
族
」
で
す
ね
。

蕊識蕊；磯蕊＃
繊謂

鰯
鷺

鄭 武田芳一さん 杜山 悠さん承博さん

立
す
る
と
こ
ろ
も
上
手
い
。

Ｃ
な
か
な
か
書
け
る
も
ん
じ
ゃ
な
い

で
す
か
ら
ね
。

Ａ
た
だ
風
景
描
写
が
い
け
な
い
。
書

く
な
ら
、
心
理
描
写
の
代
り
に
書
け
ば

い
い
ん
で
す
よ
。
走
る
よ
う
な
感
情
が

欲
し
い
時
に
は
走
る
よ
う
な
風
景
を
描

く
と
い
う
よ
う
に
。

Ｃ
こ
の
作
品
と
「
渇
き
」
が
双
壁
だ

と
思
う
ん
で
す
が
、
こ
ち
ら
は
ど
う
で

し
ょ
う
。

Ａ
文
学
を
充
分
に
知
り
つ
く
し
て
い

る
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
ね
。

Ｃ
病
院
の
場
面
が
非
常
に
リ
ア
ル
に

描
か
れ
て
い
る
の
は
驚
き
で
す
。

Ｂ
そ
う
、
文
学
は
リ
ア
ル
性
が
一
番

大
事
で
す
か
ら
。
主
人
公
が
男
の
家
の

周
り
を
ぐ
る
ぐ
る
回
っ
て
、
決
し
て
自

分
か
ら
話
し
か
け
て
い
か
な
い
と
こ
ろ

が
よ
か
っ
た
で
す
ね
。

Ａ
も
う
ひ
と
つ
。
男
が
家
で
は
全
く

違
っ
た
顔
を
見
せ
た
と
い
う
と
こ
ろ
。

Ｂ
人
間
の
心
情
を
描
く
の
が
文
学
な

ら
、
こ
の
痛
裂
な
ま
で
に
描
か
れ
た
心

情
な
ど
、
並
の
腕
じ
ゃ
描
け
な
い
な
と

思
い
ま
し
た
よ
。
た
だ
、
そ
の
男
に
そ

れ
ほ
ど
魅
力
を
感
じ
な
い
ん
で
す
が
。

Ａ
そ
れ
は
上
手
す
ぎ
て
却
っ
て
失
敗

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
よ
。

Ｃ
で
も
、
そ
れ
を
補
っ
て
余
り
あ
る

ほ
ど
、
ラ
ス
ト
が
よ
か
っ
た
。

Ｂ
よ
か
っ
た
で
す
。
僕
ら
で
も
書
け

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
な
ん
て
。

Ｃ
そ
う
で
す
ね
。
逆
に
、
決
定
的
な

作
品
の
失
敗
は
、
幻
想
性
と
い
う
か
、

暖
昧
さ
み
た
い
な
も
の
を
出
し
た
か
っ

た
ん
で
し
ょ
う
が
、
暖
味
の
位
置
づ
け

を
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

Ｃ
「
男
中
年
や
ん
ち
ゃ
組
」
は
読
み

９
１
４
１
１

ま
す
ね
。

Ｂ
そ
れ
か
ら
「
兄
と
」
。
テ
ー
マ
は
非

常
に
い
い
ん
で
す
。
た
だ
書
き
方
が
も

た
も
た
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
状
況

は
分
る
ん
で
す
が
、
リ
ア
ル
じ
ゃ
な
い

合
わ
せ
る
と
こ
ろ
に
無
理
が
あ
り
ま
す

陽
花
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
た
よ
う
で
す
。

混
沌
と
し
て
話
の
あ
と
さ
き
が
分
ら
な

て
か
ら
書
き
始
め
て
ほ
し
い
と
思
う
の

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

え
ば
「
素
馨
の
花
咲
く
庭
」
の
場
合
、

不
満
を
残
し
た
作
品
も
多
か
っ
た
。
例

入
れ
ら
れ
な
い
で
す
ね
。

た
い
気
は
す
る
ん
で
す
よ
ね
え
。
こ
の

Ａ
し
か
し
、
こ
の
題
材
で
や
っ
て
み

ん
で
す
ね
。

Ａ
で
も
、
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
買
え

ね
。
上
手
に
処
理
は
し
て
ま
す
が
。

Ｃ
稚
拙
な
表
現
も
見
ら
れ
ま
す
。

理
が
出
て
き
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
紫

理
が
で
き
て
い
な
い
か
ら
、
全
体
に
無

く
な
っ
て
し
ま
う
。

Ｃ
そ
う
い
う
印
象
で
す
ね
。
だ
か
ら

Ａ
書
き
だ
す
前
に
も
っ
と
整
理
を
し

Ｂ
確
か
に
、
文
学
と
い
う
領
域
に
は

Ｂ
子
供
の
頃
と
現
在
の
恋
人
を
重
ね

Ａ
「
紫
陽
花
」
も
同
様
で
す
ね
。
整
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Ｃ
こ
れ
か
ら
も
人
の
心
に
残
る
よ
う

な
作
品
、
選
者
が
惚
れ
る
よ
う
な
作
品

を
期
待
し
た
い
で
す
ね
。

Ｂ
選
者
が
、
こ
れ
は
書
け
な
い
な
、

と
嬉
し
く
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
作
品

に
触
れ
た
い
で
す
。

Ａ
そ
う
で
す
ね
。
も
っ
と
僕
ら
を
喜

ば
せ
て
下
さ
い
よ
。
そ
れ
が
選
者
の
願

い
な
ん
で
す
か
ら
。

（
於
・
三
宮
栄
禰
文
責
・
藤
岡
）

物
と
し
て
は
非
常
に
面
白
か
っ
た
。

Ｂ
誰
で
も
面
白
が
っ
て
読
む
で
し
ょ

う
ね
、
本
当
に
。

Ａ
関
西
特
有
の
面
白
さ
は
あ
り
ま
す

が
、
ふ
ざ
け
す
ぎ
ま
し
た
ね
。

Ｃ
そ
の
通
り
。

Ａ
引
き
締
め
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
ね
。

Ｂ
パ
イ
プ
カ
ッ
ト
し
た
の
を
テ
ィ
ッ

シ
ュ
に
包
ん
で
持
ち
歩
く
な
ん
て
、
鼻

も
ち
な
ら
な
い
で
す
よ
。
ふ
ざ
け
て
い

る
中
に
、
人
生
の
虚
し
さ
み
た
い
な
も

の
が
惨
み
出
な
き
ゃ
い
け
ま
せ
ん
よ
。

Ａ
と
い
う
と
こ
ろ
で
「
渇
き
」
「
星
の

光
月
の
位
置
」
の
２
作
品
で
受
賞
と
佳

作
を
選
ん
で
い
い
と
思
う
ん
で
す
が
、

い
か
が
で
す
か
。

Ｂ
・
Ｃ
そ
う
で
す
ね
。

Ｂ
文
学
性
と
い
う
こ
と
で
「
渇
き
」

だ
と
思
い
ま
す
ね
。

Ｃ
こ
ち
ら
が
参
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
で

し
た
か
ら
。
い
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
で
は
「
渇
き
」
が
等
管
（
で
す
ね
。
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こ
こ
に
第
坊
回
文
学
賞
を
公
募
す
る
に
あ
た
り
、
多
数
の
意
欲
的
御
投
稿
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
清

新
か
つ
強
力
な
作
品
の
出
現
を
期
待
す
る
次
第
で
す
。

八
募
集
要
項
Ｖ
一
、
受
賞
作
品
発
表
は
本
誌
一
九
九
二
年
新
年
号

一
、
応
募
作
品
は
小
説
と
し
、
応
募
資
格
は
問
い
誌
上
で
、
同
号
よ
り
作
品
を
掲
載
し
ま
す
。

ま
せ
ん
。
た
だ
し
応
募
作
品
数
は
一
篇
に
限
り
一
、
原
稿
の
返
却
、
選
考
経
過
な
ど
に
関
す
る
問

ま
す
。
い
合
わ
せ
に
は
応
じ
か
ね
ま
す
。

一
、
応
募
作
品
は
未
発
表
原
稿
、
ま
た
は
締
切
以
一
、
受
賞
作
品
の
著
作
権
は
本
誌
に
属
し
ま
す
。

前
、
一
年
未
満
に
発
行
の
同
人
誌
に
掲
載
し
た
一
、
受
賞
作
品
に
は
副
賞
と
し
て
賞
金
三
拾
万
円

も
の
に
限
り
ま
す
。
が
贈
ら
れ
ま
す
。

一
、
原
稿
枚
数
は
四
百
字
詰
帥
１
ｍ
枚
。
一
、
原
稿
の
送
り
先
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
神
戸

一
、
原
稿
に
は
住
所
、
本
名
（
筆
名
）
、
年
齢
、
市
中
央
区
東
町
一
一
三
の
一
大
神
ピ
ル
九
階

職
業
、
略
歴
を
明
記
し
、
四
百
字
程
度
の
作
品
月
刊
神
戸
っ
子
「
神
戸
文
学
賞
係
」
ま
で
。

梗
概
を
つ
け
て
下
さ
い
。
電
話
○
七
八
’
三
一
一
二
’
二
二
四
六

一
、
締
切
り
は
八
月
三
十
一
日
（
当
日
消
印
有
効
）

本
誌
は
昭
和
副
年
に
創
刊
躯
周
年
記
念
と
し
て
神
戸
文
学
賞
・
神
戸
女
流
文
学
賞
を
創
設
い
た
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
左
記
の
通
り
に
各
賞
の
受
賞
作
が
決
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
第
ｎ
回
の
募
集
よ
り
、
さ
ら

に
質
の
向
上
を
は
か
る
た
め
「
神
戸
文
学
賞
」
の
名
称
に
統
一
、
受
賞
作
を
一
作
品
と
し
て
、
現
在
、
広

く
作
品
を
募
集
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

・
第
十
一
回
神
戸
文
学
賞
「
膜
父
記
」
（
田
能
千
世
子
ｉ
茨
木
市
）

（
こ
の
回
よ
り
神
戸
文
学
賞
と
同
女
流
文
学
賞
を
一
本
化
）

・
第
十
二
回
神
戸
文
学
賞
「
夢
食
い
魚
の
ブ
ル
ー
グ
ッ
ド
バ
イ
」
（
釜
谷
か
お
る
Ｉ
高
砂
市
）

・
第
十
三
回
神
戸
文
学
賞
「
お
夏
」
（
門
田
露
Ｉ
西
宮
市
）

・
第
十
四
回
神
戸
文
学
賞
「
風
車
の
音
は
い
ら
な
い
」
（
上
田
三
洋
子
ｌ
長
岡
京
市
）

・
第
十
五
回
神
戸
文
学
賞
「
渇
き
」
（
刀
禰
喜
美
子
Ｉ
大
阪
市
）

１
１５１
１

八
選
考
委
員
Ｖ
杜
山
悠
・
武
田
芳
一
・
鄭
承
博
主
催
／
月
刊
神
戸
っ
子

口
第
相
回

神
戸
文
学
賞
作
品
募
集
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